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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第18期

会計期間

自平成20年
６月21日
至平成20年
９月20日

自平成19年
６月21日
至平成20年
６月20日

売上高（千円） 9,370,477 32,728,548

経常利益（千円） 225,577 1,214,050

四半期（当期）純利益（千円） 48,896 900,726

純資産額（千円） 4,663,525 4,670,437

総資産額（千円） 17,094,792 14,863,760

１株当たり純資産額（円） 152,982.73 153,209.47

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,604.00 29,547.53

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,590.12 29,170.51

自己資本比率（％） 27.3 31.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,041,280 1,741,590

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△793,425 △1,020,429

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
307,954 △820,383

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,678,767 1,122,961

従業員数（人） 323 322

（注） １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び子会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月20日現在

従業員数（人） 323 (689)

　（注）　従業員数は就業人員数であり、（　）内にパートタイマーおよびアルバイト（１日８時間換算、当第１四半期連結

会計期間平均雇用人数）を外数で記載しております。

　

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月20日現在

従業員数（人） 202 (388)

　（注）　従業員数は就業人員数であり、（　）内にパートタイマーおよびアルバイト（１日８時間換算、当第１四半期会計

期間平均雇用人数）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入および販売の状況】

　当社グループは、医薬品、化粧品、雑貨、食品等の小売業という単一事業を営んでいるため、事業の種類別セグメント

の記載に代えて、商品区分別に事業の状況を記載しております。

(1)仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を商品区分別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

食品（千円） 3,815,013

化粧品（千円） 1,531,416

雑貨（千円） 1,399,296

医薬品（千円） 989,777

その他（千円） 166,744

合計（千円） 7,902,246

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

(a）地区別売上高

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を地区別に示すと、次のとおりであります。

都道府県

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

店舗数（店） 売上高（千円）

福井県 28 4,467,419

岐阜県 12 2,889,291

石川県 7 1,163,098

愛知県 5 850,666

合計 52 9,370,477

　（注）  上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(b)商品別売上高

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を商品区分別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

食品（千円） 4,324,826

化粧品（千円） 1,847,686

雑貨（千円） 1,651,381

医薬品（千円） 1,304,256

その他（千円） 242,326

合計（千円） 9,370,477

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(c)業態別売上高

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を業態別に示すと、次のとおりであります。

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

メガドラッグストア（千円） 8,552,667

ドラッグストア（千円） 740,436

その他（新業態店舗ほか）（千円） 77,373

合計（千円） 9,370,477

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(d)単位当たりの売上高

項目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

売上高（千円） 9,370,477

１㎡当たり売上高
売場面積（平均）（㎡） 99,664.1

１㎡当たり期間売上高（千円） 94.0

１人当たり売上高
従業員数（平均）（人） 964

１人当たりの期間売上高（千円） 9,720.4

　（注）１．従業員数はパートタイマーおよびアルバイト（１日８時間換算）を含めて表示しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1)業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（平成20年６月21日～平成20年９月20日）における、わが国の経済環境は、米国経済の後

退懸念が強まるなか、原油や原材料価格の高騰などによる、企業収益の圧迫などにより、景気の足踏み状態が続いてお

ります。また、個人消費においては、ガソリン価格の高騰や、原材料価格の高騰に伴う生活必需品の値上げ等の影響に

より、個人消費は低調に推移しており、先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループ（当社および連結子会社）を取り巻く経営環境においても、同質化競争が顕著なものとなり、さらには

オーバーストアーズの状況も重なり、依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況の中、売場面積750坪を中心とする「メガドラッグストア」業態での店舗展開を強化し、ドミナント

エリア構築に邁進いたしました。

　新規出店につきましては、メガドラッグストアを岐阜県に３店舗および愛知県に１店舗、新業態店舗（バラエティス

トア）を愛知県に１店舗出店いたしました。既存店につきましては、愛知県のドラッグストア１店舗、新業態店舗（バ

ラエティストア）１店舗を閉店いたしました。これにより、当第１四半期連結会計期間末における店舗数は、メガド

ラッグストア37店舗、ドラッグストア14店舗、新業態店舗（バラエティストア）1店舗、合計52店舗となりました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は93億70百万円、経常利益２億25百万円、四半期純利益は48百

万円となりました。次に、当第１四半期連結会計期間における業態別の売上高をみますと、「メガドラッグストア」85

億52百万円、「ドラッグストア」７億40百万円、「その他（新業態店舗ほか）」77百万円となりました。

　また、商品別の内訳では、食品43億24百万円、化粧品18億47百万円、雑貨16億51百万円、医薬品13億４百万円、その他２

億42百万円となりました。

(2)財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は170億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億31百万円増加し

ました。その主な要因は、現金及び預金の増加15億72百万円、商品の増加３億77百万円、有形固定資産の増加３億44百

万円であります。また、負債合計は124億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億37百万円増加しました。その主

な要因は、支払手形及び買掛金の増加24億90百万円、長期借入金の増加４億円であります。純資産は46億63百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ６百万円減少しました。

(3)キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益１億89百万円

に、減価償却費、たな卸資産評価損、賞与引当金の増加、ポイント引当金の増加並びに仕入債務の増加等の増加要因と、

たな卸資産の増加並びに法人税等の支払額等の減少要因が加減され、20億41百万円となりました。「投資活動による

キャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出７億29百万円等があったことにより、マイナス７億93百万

円となりました。「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、長期借入れによる収入７億円と、長期借入金の返済によ

る支出２億66百万円、社債の償還による支出80百万円並びに配当金の支払45百万円があったことにより、３億７百万

円となりました。以上の結果、現金及び現金同等物は当第１四半期連結会計期間末で15億55百万円増加し、第１四半期

連結会計期間末残高は26億78百万円となりました。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

(5)研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当社グループは、商圏の拡大と収益力の向上を図る目的で店舗を中心に設備投資を行ってまいりました。

　当第１四半期連結会計期間における設備投資は、新規出店の瑞浪店、山県店、土岐肥田店、富船店の４店舗で総額８

億52百万円となりました。

　なお、当第１四半期連結会計期間において重要な設備の除却、売却等はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、改修、除却、売却の計画はありません。

　なお、前連結会計年度末において、実施中又は計画中であった重要な新設のうち、当第１四半期連結会計期間にお

いて完了したものは次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地 設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了年月
増加面積
（㎡）総額

(千円)
既支払額

(千円) 着手 完了

瑞浪店
岐阜県

瑞浪市
販売設備 350,000 309,745 借入金 平成19年６月 平成20年７月 2,475

山県店
岐阜県

山県市
販売設備 250,000 202,045 借入金 平成19年５月 平成20年７月 1,485

土岐肥田店
岐阜県

土岐市
販売設備 350,000 304,552 借入金 平成19年７月 平成20年８月 2,475

（注）１．投資予定金額には、差入保証金を含んでおります。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

３．店舗の増加面積は、売場面積を示しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000

計 50,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年10月31日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 30,484 30,484 ジャスダック証券取引所 ―

計 30,484 30,484 ― ―

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成20年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

①　平成13年改正旧商法第280条ノ20および商法第280条ノ21にもとづく新株予約権

（イ）臨時株主総会の特別決議（平成14年10月31日）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年９月20日）

新株予約権の数（個） 160（注）1

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 640（注）1、2、3

新株予約権の行使時の払込金額（円）
1株につき55,000

（注）2、3

新株予約権の行使期間
平成16年11月13日から

平成21年11月12日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　 55,000

資本組入額　　　27,500

（注）2、3

新株予約権の行使の条件

　被付与者が当社の取締役または監査役を退任した場合、

または、従業員が定年を理由に当社を退職した場合以外で

その地位を喪失した場合は、権利を喪失する。

　被付与者が禁固刑以上の刑に処せられた場合、および所

定の書面により新株予約権の全部または一部を放棄する

旨を申し出た場合は、権利を喪失する。

　被付与者が死亡により当社の取締役、監査役および従業

員たる地位を失った場合には、その相続人が権利を相続す

る。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡はできない。

代用払込みに関する事項 ──────────  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ──────────  

　（注）１．新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退職

等の理由により権利を喪失した者の新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数を減じておりま

す。

　　　　２. 平成15年11月24日開催の取締役会決議により、平成16年２月10日付で１株につき２株の割合をもって株式を分割

しており、分割による調整後の数または金額を記載しております。

　　　　３. 平成16年12月１日開催の取締役会決議により、平成17年２月10日付で１株につき２株の割合をもって株式を分割

しており、分割による調整後の数または金額を記載しております。
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（ロ）定時株主総会の特別決議（平成15年９月17日）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年９月20日）

新株予約権の数（個） 286（注）1

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,144（注）1、2、3

新株予約権の行使時の払込金額（円)
１株につき149,500

（注）2、3

新株予約権の行使期間
平成17年10月１日から

平成22年９月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円)

発行価格　　　 149,500

資本組入額　　 74,750

（注）2、3

新株予約権の行使の条件

　被付与者が当社の取締役または監査役を退任した場合、

または、従業員が定年を理由に当社を退職した場合以外で

その地位を喪失した場合は、権利を喪失する。

　被付与者が禁固刑以上の刑に処せられた場合、および所

定の書面により新株予約権の全部または一部を放棄する

旨を申し出た場合は、権利を喪失する。

　被付与者が死亡により当社の取締役、監査役および従業

員たる地位を失った場合には、その相続人が権利を相続す

る。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡はできない。

代用払込みに関する事項 ──────────  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ──────────  

　（注）１．新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退職

等の理由により権利を喪失した者の新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数を減じておりま

す。

　　　　２. 平成15年11月24日開催の取締役会決議により、平成16年２月10日付で１株につき２株の割合をもって株式を分割

しており、分割による調整後の数または金額を記載しております。

　　　　３. 平成16年12月１日開催の取締役会決議により、平成17年２月10日付で１株につき２株の割合をもって株式を分割

しており、分割による調整後の数または金額を記載しております。
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（ハ）定時株主総会の特別決議（平成16年９月16日）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年９月20日）

新株予約権の数（個） 345（注）1

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 690（注）1、2

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株につき282,500（注）2

新株予約権の行使期間
平成18年10月１日から

平成23年９月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　 282,500

資本組入額　　 141,250

（注）2

新株予約権の行使の条件

　被付与者が当社の取締役または監査役を退任した場合、

または、従業員が定年を理由に当社を退職した場合以外で

その地位を喪失した場合は、権利を喪失する。

　被付与者が禁固刑以上の刑に処せられた場合、および所

定の書面により新株予約権の全部または一部を放棄する

旨を申し出た場合は、権利を喪失する。

　被付与者が死亡により当社の取締役、監査役および従業

員たる地位を失った場合には、その相続人が権利を相続す

る。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡はできない。

代用払込みに関する事項 ──────────  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ──────────  

　（注） １．新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退

職等の理由により権利を喪失した者の新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数を減じており

ます。

２．平成16年12月１日開催の取締役会決議により、平成17年２月10日付で１株につき２株の割合をもって株式

を分割しており、分割による調整後の数または金額を記載しております。
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（ニ）定時株主総会の特別決議（平成17年９月16日）

 
第１四半期会計期間末現在
（平成20年９月20日）

新株予約権の数（個） 455（注）

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 455（注）

新株予約権の行使時の払込金額（円） １株につき410,498

新株予約権の行使期間
平成19年10月１日から

平成24年９月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　 410,498

資本組入額　　 205,249

新株予約権の行使の条件

　被付与者が当社の取締役または監査役を退任した場合、

または、従業員が定年を理由に当社を退職した場合以外で

その地位を喪失した場合は、権利を喪失する。

　被付与者が禁固刑以上の刑に処せられた場合、および所

定の書面により新株予約権の全部または一部を放棄する

旨を申し出た場合は、権利を喪失する。

　被付与者が死亡により当社の取締役、監査役および従業

員たる地位を失った場合には、その相続人が権利を相続す

る。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡はできない。

代用払込みに関する事項 ──────────  

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ──────────  

 （注）新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数は、株主総会決議における新株発行予定数から、退職等

の理由により権利を喪失した者の新株予約権の数および新株予約権の目的となる株式の数を減じております。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株
式総数増
減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年６月21日～

平成20年９月20日　
― 30,484 ― 816,427 ― 620,081

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等が無く、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年６月20日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年９月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 　     普通株式30,484 30,448 ―

端株 ― ― ―

発行済株式総数 30,484 ― ―

総株主の議決権 ― 30,448 ―

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が36株含まれております。なお、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数36株が含まれておりません。

②【自己株式等】

該当事項はありません。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
７月

８月 ９月

最高（円） 114,000 108,000 95,000

最低（円） 98,500 89,500 73,000

　（注）最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 第一商品本部長 田中　英美　 平成20年９月30日

　

　(2) 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 商品本部長 取締役 第二商品本部長 内田　一幸 平成20年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間（平成20年６月21日から平成20年９月20日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条

第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年６月21日から平

成20年９月20日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,752,573 1,180,108

売掛金 29,811 25,095

商品 4,021,015 3,643,192

貯蔵品 14,945 15,386

その他 547,992 598,810

流動資産合計 7,366,337 5,462,594

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※2
 5,964,186

※2
 5,296,372

その他（純額） ※2
 1,573,918

※2
 1,897,434

有形固定資産合計 ※1
 7,538,104

※1
 7,193,807

無形固定資産

その他 31,383 15,828

無形固定資産合計 31,383 15,828

投資その他の資産

その他 2,193,967 2,226,530

貸倒引当金 △35,000 △35,000

投資その他の資産合計 2,158,967 2,191,530

固定資産合計 9,728,454 9,401,165

資産合計 17,094,792 14,863,760

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,290,871 3,800,541

1年内償還予定の社債 30,000 110,000

1年内返済予定の長期借入金 1,318,056 1,284,910

未払法人税等 73,570 396,105

賞与引当金 68,460 18,835

ポイント引当金 438,536 393,763

その他 724,426 1,092,969

流動負債合計 8,943,920 7,097,124

固定負債

長期借入金 3,397,020 2,996,379

その他 90,326 99,818

固定負債合計 3,487,346 3,096,198

負債合計 12,431,267 10,193,322
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 816,427 816,427

資本剰余金 620,081 620,081

利益剰余金 3,232,304 3,236,755

株主資本合計 4,668,812 4,673,263

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,286 △2,825

評価・換算差額等合計 △5,286 △2,825

純資産合計 4,663,525 4,670,437

負債純資産合計 17,094,792 14,863,760
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
　至　平成20年９月20日)

売上高 9,370,477

売上原価 7,445,270

売上総利益 1,925,206

販売費及び一般管理費 ※1
 1,716,590

営業利益 208,616

営業外収益

受取利息 1,386

受取賃貸料 25,442

受取手数料 26,432

その他 8,953

営業外収益合計 62,214

営業外費用

支払利息 17,230

賃貸費用 25,756

その他 2,266

営業外費用合計 45,254

経常利益 225,577

特別利益

前期損益修正益 ※2
 39,498

特別利益合計 39,498

特別損失

たな卸資産評価損 75,873

特別損失合計 75,873

税金等調整前四半期純利益 189,201

法人税、住民税及び事業税 73,481

法人税等調整額 66,823

法人税等合計 140,305

四半期純利益 48,896
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
　至　平成20年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 189,201

減価償却費 141,010

たな卸資産評価損 75,873

賞与引当金の増減額（△は減少） 49,625

ポイント引当金の増減額（△は減少） 44,772

前期損益修正損益（△は益） △39,498

受取利息及び受取配当金 △1,431

支払利息 17,230

売上債権の増減額（△は増加） △4,715

たな卸資産の増減額（△は増加） △453,254

仕入債務の増減額（△は減少） 2,490,330

その他 △128,857

小計 2,380,286

利息及び配当金の受取額 1,618

利息の支払額 △11,915

法人税等の支払額 △328,708

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,041,280

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △69,805

定期預金の払戻による収入 53,147

有形固定資産の取得による支出 △729,279

無形固定資産の取得による支出 △17,100

差入保証金の差入による支出 △49,991

差入保証金の回収による収入 21,362

その他 △1,758

投資活動によるキャッシュ・フロー △793,425

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 700,000

長期借入金の返済による支出 △266,214

社債の償還による支出 △80,000

配当金の支払額 △45,831

財務活動によるキャッシュ・フロー 307,954

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,555,806

現金及び現金同等物の期首残高 1,122,961

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,678,767
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

会計処理基準に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資

産については、従来、主として売価還元

法による原価法によっておりました

が、当第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、主と

して売価還元法による原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定し

ております。

　なお、期首在庫に含まれる変更差額

75,873千円は特別損失に計上しており

ます。

　この変更により、従来の方法によった

場合に比べ、売上総利益、営業利益及び

経常利益が59,044千円減少し、税金等

調整前四半期純利益は、134,917千円減

少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年９月20日）

前連結会計年度末
（平成20年６月20日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、2,100,837千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,961,372千円であ

ります。

※２　担保資産

　担保に供している資産で事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものは、次のとおりであります。

※２　担保資産

　

建物及び構築物 608,377千円

有形固定資産その他（土地） 382,528　

　  　

建物及び構築物 793,439千円

有形固定資産その他（土地） 698,072　

　  　

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額

は次のとおりであります。

給与手当・賞与 572,046千円

賞与引当金繰入額 32,822　

ポイント引当金繰入額 88,151　

※２　前期損益修正益は、過年度に計上した店舗閉鎖に伴う

原状回復費用等の見積り計上額の修正によるものであ

ります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

※　現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残

高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

（平成20年９月20日現在）

　 （千円）

現金及び預金勘定 2,752,573

預入期間が３か月を超える定期

預金
△73,805

現金及び現金同等物 2,678,767

EDINET提出書類

ゲンキー株式会社(E03410)

四半期報告書

21/27



（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年９月20日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年６月21日　至　

平成20年９月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　30,484株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月12日

定時株主総会
普通株式 53,347 1,750 平成20年６月20日 平成20年９月16日 利益剰余金

　　（注）「１株当たり配当額」は、記念配当500円を含んでおります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月21日　至平成20年９月20日）

　当社グループは、医薬品、化粧品、雑貨、食品等の小売業という単一事業を営んでいるため、該当事項はありませ

ん。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月21日　至平成20年９月20日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自平成20年６月21日　至平成20年９月20日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年９月20日）

　有価証券は、事業の運営における重要性が低いため、記載を省略しております。

　

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年６月21日　至　平成20年９月20日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年９月20日）

前連結会計年度末
（平成20年６月20日）

１株当たり純資産額 152,982.73円 １株当たり純資産額 153,209.47円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

１株当たり四半期純利益金額 1,604.00円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,590.12円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日）

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 48,896

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 48,896

期中平均株式数（株） 30,484

　  

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益調整額（千円） ―

（うち支払利息（税額相当額控除後）） ―

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） ―

普通株式増加数（株） 266

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

―

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成20年６月21日　至平成20年９月20日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行ってお

りますが、当第１四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末と比較して著しい変動が認め

られないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ゲンキー株式会社(E03410)

四半期報告書

25/27



第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年10月22日

ゲンキー株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大中　康行　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　博久　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているゲンキー株式会社の

平成20年６月21日から平成21年６月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年６月21日から平成20年

９月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ゲンキー株式会社及び連結子会社の平成20年９月20日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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